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転入　３人
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カラオケ大会
下北山小中学校4～6年生「下北山ソーラン」
さいか音楽教室
下北山村太鼓集団・桜鼓　「石ヤ塔」
打上花火（初盆供養・メッセージ・創作花火）
夏祭り終了

主　　　　　催：下北山村夏祭り実行委員会
お問い合わせ先：☎07468－5－2022（下北山村商工会）
後　　　　　援：一般財団法人下北山むらづくりセンター・下北山村商工会・下北山村

令和5年8月15日㈫
　　下北山スポーツ公園　※荒天中止
予備日：令和5年9月3日㈰　※予備日は打上花火のみ

第37回 下北山村夏祭り
開催のお知らせ

第37回 下北山村夏祭り
開催のお知らせ
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下
北
山
村
議
会

６
月
定
例
会
を
開
催

令
和
５
年
６
月　

第
２
回

《
一
般
質
問
》

質
問
者
…
和
田
晃
裕
議
員

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
の
運
航
に
つ
い
て

【
質
問
】奈
良
県
が
運
航
す
る
ド
ク
タ
ー

ヘ
リ
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
ま
す
と
、

運
航
時
間
は
原
則
午
前
８
時
30
分
か
ら

日
没
ま
で
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
時
間

が
早
く
利
用
を
断
ら
れ
た
村
民
の
話
も

聞
き
ま
し
た
。
早
朝
に
け
が
や
急
病
に

な
っ
た
場
合
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
繋
が
る

こ
と
が
出
来
な
い
現
況
が
あ
る
と
思
い

ま
す
が
、
村
の
お
考
え
を
お
聞
き
し
ま

す
。

【
答
え
】
副
村
長
（
兼
務
：
保
健
福
祉
課
長
）

　
奈
良
県
の
担
当
課
で
あ
り
ま
す
地
域

医
療
連
携
課
に
確
認
を
し
た
と
こ
ろ
、

３
つ
の
理
由
に
よ
り
午
前
８
時
30
分
以

前
は
運
航
を
し
な
い
と
い
う
事
で
し

た
。

　
一
点
目
は
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
に
搭
乗

す
る
医
師
（
フ
ラ
イ
ト
ド
ク
タ
ー
）、

看
護
師
（
フ
ラ
イ
ト
ナ
ー
ス
）
は
、
南

奈
良
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
の
救
急
救
命

科
で
日
勤
勤
務
※
に
従
事
し
、
非
常
に

高
い
技
術
、能
力
、資
格
を
も
っ
た
方
々

で
、
ド
ク
タ
ー
は
３
人
、
ナ
ー
ス
は
４

人
し
か
い
な
い
専
門
職
の
た
め
、
代
替

性
が
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

　
二
点
目
は
騒
音
の
問
題
か
ら
、
午
前

８
時
30
分
以
降
の
運
航
と
定
め
ら
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
三
点
目
は
操
縦
士
と
整
備
士
に
よ
る

法
令
義
務
と
し
て
の
運
航
前
点
検
が
午

前
７
時
か
ら
１
時
間
半
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
冬
場
は
機
体
へ
の
着
氷
な
ど
で
更

に
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
状
態
と
の
こ

と
で
す
。

　
議
員
よ
り
要
望
が
あ
っ
た
旨
は
お
伝

え
致
し
ま
す
が
、人
員
体
制
の
問
題
や
、

騒
音
等
の
問
題
な
ど
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
現
状
で
は
難
し
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

※
日
中
の
勤
務
、
南
奈
良
総
合
医
療
セ

ン
タ
ー
勤
務
時
間
は
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

質
問
者
…
北 

德
次
議
員

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
実
施
地
の

立
木
伐
採
や
整
理
に
つ
い
て

【
質
問
】
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
実

施
地
内
に
ツ
タ
や
木
々
が
根
付
き
、
見

通
し
が
悪
い
状
況
や
、
住
宅
に
覆
い
か

ぶ
さ
る
ほ
ど
成
長
し
た
場
所
も
現
れ
て

い
ま
す
。
成
長
し
た
草
木
は
、
獣
（
サ

ル
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
）
が
隠
れ
や
す

く
、
サ
ル
に
お
い
て
は
木
々
を
足
場
と

し
て
住
宅
や
田
畑
に
現
れ
、
農
作
物
の

被
害
を
助
長
し
て
い
る
状
況
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
土
地
所
有
者
の
高
齢
化
も
あ

り
伐
採
に
は
危
険
を
伴
う
の
で
、
生
活

環
境
の
改
善
と
獣
害
被
害
を
軽
減
す
る

た
め
に
、
施
設
に
関
わ
る
自
治
体
の
対

応
に
お
い
て
、
繁
茂
し
た
草
や
立
木
の

伐
採
除
去
が
出
来
な
い
か
伺
い
ま
す
。

【
答
え
】
農
林
建
設
課
長

　
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
指
定
区

域
の
基
本
的
な
考
え
は
、
区
域
内
は
所

有
者
の
財
産
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
の

管
理
に
つ
い
て
は
土
地
の
所
有
者
が
行

う
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
対
策
工
事
に
よ
り
整
備
し
た
構
造
物

に
ひ
び
割
れ
等
の
異
常
が
生
じ
た
り
、

土
砂
の
流
出
に
よ
り
構
造
物
に
影
響
が

考
え
ら
れ
る
場
合
は
県
の
対
応
と
な
り

ま
す
。

　
通
常
の
管
理
を
大
き
く
超
え
る
よ
う

な
事
が
想
定
さ
れ
る
場
合
は
、
村
で
現

状
確
認
の
上
、
県
の
担
当
部
署
に
相
談

を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
ま
た
、
区
域
内
で
の
立
木
の
伐
採
に

つ
い
て
は
知
事
の
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

村
で
確
認
を
さ
せ
て
頂
い
て
、
県
の
担

当
部
署
へ
相
談
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　
獣
害
の
被
害
に
つ
い
て
は
急
傾
斜
地

崩
壊
対
策
事
業
地
以
外
で
も
同
様
な
影

響
を
受
け
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　
村
の
対
応
と
し
て
は
、
集
落
環
境
整

備
事
業
補
助
金
の
交
付
対
象
箇
所
で
あ

れ
ば
補
助
金
を
活
用
し
て
対
応
を
し
て

行
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　７
月
12
日
（
水
）
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
54
名
の
参

加
の
も
と「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　５
月
８
日
か
ら
感
染
症
の
分
類
も
２

類
相
当
か
ら
５
類
に
移
行
と
な
り
、
通

常
通
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　開
会
行
事
で
は
、
森
岡
教
育
長
が
開

会
の
辞
を
述
べ
、
続
い
て
田
川
副
村
長

よ
り
主
催
者
の
挨
拶
並
び
に
村
民
の
方

に
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
人
権
侵
害
を
許

さ
な
い
村
の
取
り
組
み
に
、
ご
理
解
ご

協
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
謝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、「
み
ん
な

大
切
な
命
～
平
和
へ
の
道
」と
題
し
て
、

平
和
を
届
け
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
大
島

久
美
子
さ
ん
に
よ
る
歌
を
交
え
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
演
で
は
「
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国

で
す
。
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
た
米

国
や
欧
州
の
方
々
が
見
学
後
、
出
口
付

近
で
泣
い
て
い
る
。
核
兵
器
で
戦
争
が

終
結
し
た
と
教
え
ら
れ
て
き
た
が
そ
れ

は
間
違
っ
て
い
た
。
投
下
後
に
こ
ん
な

に
沢
山
の
方
が
命
を
失
い
、
現
在
も
被

爆
の
影
響
で
苦
し
ん
で
い
る
方
が
大
勢

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
絶

対
に
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
、
さ
せ

て
は
い
け
な
い
。」
と
決
意
が
伝
わ
る

内
容
で
し
た
。

　今
回
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
の
は
、

大
島
さ
ん
が
広
島
県
出
身
で
、
ご
両
親

が
戦
争
体
験
者
だ
か
ら
で
す
。

　広
島
で
は
今
年
、Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国

の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
電
撃
来
日

し
、
平
和
公
園
に
て
献
花
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
全
世
界
に
配
信
さ
れ
ま
し

た
。　大

島
さ
ん
は
、
１
日
も
早
く
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
が
終
結
す
る
よ
う
願
い
を
込

め
て
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　７
月
12
日
（
水
）、
午
後
３
時

よ
り
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若

者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
下
北
山

村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

が
、
40
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
大
橋
会
長
か
ら
「
部

落
差
別
は
法
的
に
も
整
え
ら
れ
、

行
政
の
取
り
組
み
を
も
っ
て
原
因

と
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
部

落
差
別
の
事
象
は
多
く
出
て
き
て

い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
掛
け
で
解
決
し
て
い
こ
う
、
防

い
で
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
村

人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
願
い
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
活
動
を
通
し

て
人
権
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
２
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

承
認
の
件
、
２
０
２
３
年
度
役
員
・

理
事
確
認
の
件
（
案
）、
２
０
２

３
年
度
活
動
方
針
（
案
）、
事
業

計
画
（
案
）、
予
算
書
（
案
）
の

す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」

　
　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
る

下北山村人権教育推進協議会総会が開催されました
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　７
月
12
日
（
水
）
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ

公
園
に
お
き
ま
し
て
、
村
民
54
名
の
参

加
の
も
と「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　５
月
８
日
か
ら
感
染
症
の
分
類
も
２

類
相
当
か
ら
５
類
に
移
行
と
な
り
、
通

常
通
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　開
会
行
事
で
は
、
森
岡
教
育
長
が
開

会
の
辞
を
述
べ
、
続
い
て
田
川
副
村
長

よ
り
主
催
者
の
挨
拶
並
び
に
村
民
の
方

に
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
人
権
侵
害
を
許

さ
な
い
村
の
取
り
組
み
に
、
ご
理
解
ご

協
力
を
頂
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
謝

辞
が
あ
り
ま
し
た
。

　そ
の
後
の
講
演
会
で
は
、「
み
ん
な

大
切
な
命
～
平
和
へ
の
道
」と
題
し
て
、

平
和
を
届
け
る
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
の
大
島

久
美
子
さ
ん
に
よ
る
歌
を
交
え
た
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　講
演
で
は
「
日
本
は
唯
一
の
被
爆
国

で
す
。
平
和
記
念
資
料
館
を
訪
れ
た
米

国
や
欧
州
の
方
々
が
見
学
後
、
出
口
付

近
で
泣
い
て
い
る
。
核
兵
器
で
戦
争
が

終
結
し
た
と
教
え
ら
れ
て
き
た
が
そ
れ

は
間
違
っ
て
い
た
。
投
下
後
に
こ
ん
な

に
沢
山
の
方
が
命
を
失
い
、
現
在
も
被

爆
の
影
響
で
苦
し
ん
で
い
る
方
が
大
勢

い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
だ
か
ら
私
は
絶

対
に
戦
争
を
し
て
は
い
け
な
い
、
さ
せ

て
は
い
け
な
い
。」
と
決
意
が
伝
わ
る

内
容
で
し
た
。

　今
回
の
テ
ー
マ
を
設
定
し
た
の
は
、

大
島
さ
ん
が
広
島
県
出
身
で
、
ご
両
親

が
戦
争
体
験
者
だ
か
ら
で
す
。

　広
島
で
は
今
年
、Ｇ
７
広
島
サ
ミ
ッ

ト
が
開
催
さ
れ
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国

の
ゼ
レ
ン
ス
キ
ー
大
統
領
が
電
撃
来
日

し
、
平
和
公
園
に
て
献
花
さ
れ
る

ニ
ュ
ー
ス
が
全
世
界
に
配
信
さ
れ
ま
し

た
。　大

島
さ
ん
は
、
１
日
も
早
く
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
が
終
結
す
る
よ
う
願
い
を
込

め
て
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　７
月
12
日
（
水
）、
午
後
３
時

よ
り
、
下
北
山
ス
ポ
ー
ツ
公
園
若

者
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
下
北
山

村
人
権
教
育
推
進
協
議
会
総
会

が
、
40
名
の
参
加
者
を
得
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　総
会
で
は
、
大
橋
会
長
か
ら
「
部

落
差
別
は
法
的
に
も
整
え
ら
れ
、

行
政
の
取
り
組
み
を
も
っ
て
原
因

と
な
る
と
こ
ろ
は
な
く
な
っ
て
き

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
未
だ
に
部

落
差
別
の
事
象
は
多
く
出
て
き
て

い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の

心
掛
け
で
解
決
し
て
い
こ
う
、
防

い
で
い
こ
う
と
い
う
と
こ
ろ
が
村

人
権
教
育
推
進
協
議
会
の
願
い
と

す
る
と
こ
ろ
で
す
。
活
動
を
通
し

て
人
権
意
識
を
高
め
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。」
と
挨
拶
さ

れ
ま
し
た
。

　協
議
事
項
に
つ
い
て
は
、
２
０

２
２
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告

承
認
の
件
、
２
０
２
３
年
度
役
員
・

理
事
確
認
の
件
（
案
）、
２
０
２

３
年
度
活
動
方
針
（
案
）、
事
業

計
画
（
案
）、
予
算
書
（
案
）
の

す
べ
て
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度

「
差
別
を
な
く
す
村
民
集
会
」

　
　
　
　
　
　
　開
催
さ
れ
る

下北山村人権教育推進協議会総会が開催されました
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　旧
下
北
山
小
学
校
で
校
長
を
務
め
ら

れ
た
西
岡
主
次
さ
ん
（
88
歳
）
が
、
こ

の
度
、
高
齢
者
叙
勲
に
て
「
瑞
宝
双
光

章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　西
岡
主
次
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
４
月

に
当
時
の
池
原
小
学
校
に
助
教
諭
と
し

て
奉
職
さ
れ
て
以
降
、寺
垣
内
小
学
校
、

桑
原
小
学
校
、
そ
し
て
統
合
後
の
下
北

山
小
学
校
で
教
壇
に
立
た
れ
ま
し
た
。

下
北
山
小
学
校
で
は
教
頭
・
校
長
を
歴

任
さ
れ
、
平
成
７
年
３
月
末
に
定
年
退

職
さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
に
亘
り
、
本

村
の
学
校
教
育
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
10
年
１
月
か
ら
平
成
22

年
３
月
末
ま
で
の
期
間
は
下
北
山
村
教

育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
教
育
行
政
全
般

に
お
い
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
度
の
受
賞
は
こ
れ
ら
の
功
績
に

よ
る
も
の
で
、
西
岡
主
次
さ
ん
に
は
今

後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　７
月
５
日
（
水
）、
下
北
山

ス
ポ
ー
ツ
公
園
若
者
セ
ン
タ
ー

に
お
き
ま
し
て
、
令
和
５
年
度

奈
良
県
簡
易
水
道
協
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
当
村
の
野
尻
高
正

さ
ん
が
奈
良
県
簡
易
水
道
協
会

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。　野

尻
さ
ん
は
平
成
16
年
11
月

に
当
村
簡
易
水
道
施
設
の
管
理

契
約
を
締
結
し
て
以
来
、
18
年

５
ヶ
月
と
永
き
に
亘
り
、
全
６

箇
所
の
施
設
維
持
管
理
業
務
を

誠
実
か
つ
確
実
に
果
た
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　今
後
も
安
心
安
全
な
水
の
安

定
供
給
に
務
め
て
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
の
受
賞
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

野 尻 高 正 さん
奈良県簡易水道協会
会長表彰受賞

西岡主次さんが

瑞宝双光章　受賞

右・野尻高正さん　左・奈良県簡易水道協会会長・車谷重高天川村長
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６
月
８
日
（
木
）
か
ら
６
月
29
日
（
木
）
に
か
け
て
、
小

中
学
校
体
育
館
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会
主
催
に

よ
る
「
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
は
10
チ
ー
ム
（
81
名
）
が
参
加
し
、
5
チ
ー
ム
ず
つ

に
分
け
て
予
選
リ
ー
グ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
し
て
各
リ
ー
グ

の
上
位
2
チ
ー
ム
に
よ
る
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い
ま
し

た
。
白
熱
し
た
試
合
の
結
果
、Ｓ
Ｋ
Ｙ
が
見
事
優
勝
さ
れ
ま

し
た
。

順位

1位

2位

3位

4位

チーム名

SKY

SVC U-30

AAP2023

池原チーム

■決勝トーナメント結果

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
大
会
開
催

順位

1位

2位

3位

4位

5位

チーム名

池原チーム

AAP2023

ランチタイム

ポメラニアンズ

FXILE

勝敗

4勝0敗

3勝1敗

2勝2敗

1勝3敗

0勝4敗

■Ｂグループリーグ成績

順位

1位

2位

3位

4位

5位

チーム名

SKY

SVC U-30

つちのこタイム

チームムラカラ

もちおーヌズ

勝敗

4勝0敗

3勝1敗

2勝2敗

1勝3敗

0勝4敗

■Ａグループリーグ成績

　７
月
23
日
（
日
）、
下
北
山
ス
ポ
ー

ツ
公
園
に
お
い
て
サ
ッ
カ
ー
教
室
を
開

催
し
ま
し
た
。
現
在
Ｊ
３
奈
良
ク
ラ
ブ

に
所
属
す
る
鈴
木
大
誠
選
手
と
奈
良
ク

ラ
ブ
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
の
上
田
コ
ー

チ
が
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　晴
天
の
中
、
下
北
山
村
・
上
北
山
村
・

和
歌
山
県
北
山
村
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
、
元
気
い
っ
ぱ
い
に
プ
レ
ー
を
し

て
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
定
期
的

に
練
習
を
重
ね
、
少
し
ず
つ
上
達
し
て

い
ま
す
。

　次
回
は
９
月
17
日
13
時
か
ら
下
北
山

ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
て
開
催
い
た
し
ま

す
。

※
下
北
山
村
と
奈
良
ク
ラ
ブ
は
青
少
年

の
健
全
育
成
や
地
域
の
活
性
化
な
ど

を
目
的
に
、
連
携
協
定
に
関
す
る
包

括
協
定
を
結
ん
で
い
ま
す
。

奈良クラブサッカー教室開催しました！

今大会の優勝チーム「SKY」

　旧
下
北
山
小
学
校
で
校
長
を
務
め
ら

れ
た
西
岡
主
次
さ
ん
（
88
歳
）
が
、
こ

の
度
、
高
齢
者
叙
勲
に
て
「
瑞
宝
双
光

章
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　西
岡
主
次
さ
ん
は
、
昭
和
30
年
４
月

に
当
時
の
池
原
小
学
校
に
助
教
諭
と
し

て
奉
職
さ
れ
て
以
降
、寺
垣
内
小
学
校
、

桑
原
小
学
校
、
そ
し
て
統
合
後
の
下
北

山
小
学
校
で
教
壇
に
立
た
れ
ま
し
た
。

下
北
山
小
学
校
で
は
教
頭
・
校
長
を
歴

任
さ
れ
、
平
成
７
年
３
月
末
に
定
年
退

職
さ
れ
る
ま
で
の
40
年
間
に
亘
り
、
本

村
の
学
校
教
育
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
平
成
10
年
１
月
か
ら
平
成
22

年
３
月
末
ま
で
の
期
間
は
下
北
山
村
教

育
委
員
に
任
命
さ
れ
、
教
育
行
政
全
般

に
お
い
て
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　こ
の
度
の
受
賞
は
こ
れ
ら
の
功
績
に

よ
る
も
の
で
、
西
岡
主
次
さ
ん
に
は
今

後
も
健
康
に
留
意
さ
れ
、
ま
す
ま
す
ご

活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

　７
月
５
日
（
水
）、
下
北
山

ス
ポ
ー
ツ
公
園
若
者
セ
ン
タ
ー

に
お
き
ま
し
て
、
令
和
５
年
度

奈
良
県
簡
易
水
道
協
会
総
会
が

開
催
さ
れ
、
当
村
の
野
尻
高
正

さ
ん
が
奈
良
県
簡
易
水
道
協
会

会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。　野

尻
さ
ん
は
平
成
16
年
11
月

に
当
村
簡
易
水
道
施
設
の
管
理

契
約
を
締
結
し
て
以
来
、
18
年

５
ヶ
月
と
永
き
に
亘
り
、
全
６

箇
所
の
施
設
維
持
管
理
業
務
を

誠
実
か
つ
確
実
に
果
た
し
て
こ

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り

ま
し
た
。

　今
後
も
安
心
安
全
な
水
の
安

定
供
給
に
務
め
て
頂
け
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
度
の
受
賞
、
本
当
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

野 尻 高 正 さん
奈良県簡易水道協会
会長表彰受賞

西岡主次さんが

瑞宝双光章　受賞

右・野尻高正さん　左・奈良県簡易水道協会会長・車谷重高天川村長
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　旧
下
北
山
小
学
校
校
舎
の
不
用
物
品

無
償
譲
渡
会
を
６
月
24
日
（
土
）・
25

日
（
日
）
の
２
日
間
、
開
催
し
ま
し
た
。

　延
べ
人
数
１
７
５
名
の
村
民
の
方
が

来
場
さ
れ
、
ロ
ッ
カ
ー
や
机
・
椅
子
な

ど
計
５
０
０
点
以
上
の
不
用
物
品
を
再

利
用
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

異
動

杉
岡

　貴
司

﹇
保
健
福
祉
課
・
課
長
］

（
総
務
課
長 

兼 

会
計
管
理
者
よ
り)

福
本

　浩
典

﹇
総
務
課
・
課
長 

兼 

会
計
管
理
者
］

（
農
林
建
設
課
長
よ
り)

橋
詰

　和
泉

﹇
村
社
会
福
祉
協
議
会 

派
遣
］

（
保
健
福
祉
課
勤
務
を
解
く)

昇
格

竹
本

　知
昭

﹇
農
林
建
設
課
・
課
長
］
昇
格

上
田

　真
吾

﹇
総
務
課
・
主
幹
］
昇
格

中
村

　洋
章

﹇
保
健
福
祉
課
・
主
幹
］
昇
格

堀
内

　亮
介

﹇
地
域
振
興
課
・
主
幹
］
昇
格

旧
下
北
山
小
学
校
校
舎
不
用
物
品

無
償
譲
渡
会
を
開
催
し
ま
し
た

人
事
異
動

　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
柄
（
な
が
ら
）

で
す
。「
森
の
し
ご
と
記
」
３
回
目
で
す
。

先
日
、
土
曜
朝
市
で
と
て
も
美
味
し
い

ら
っ
き
ょ
う
漬
を
買
お
う
と
し
て
い
た
ら

「
広
報
誌
の
森
の
し
ご
と
記
を
書
い
て
る

方
で
す
よ
ね
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
お
言
葉
を
か
け
て

頂
き
ま
し
た
。
あ
の
、
そ
の
、
こ
う
い
う

お
言
葉
大
・
大
・
大
歓
迎
で
す
の
で
、
朝

市
な
ど
で
私
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。
私
、
前
職
、
圧
迫
と
不
具

合
指
摘
へ
の
改
善
や
り
直
し
で
生
き
て
き

た
の
で
、
い
き
な
り
ほ
め
ら
れ
る
の
に
慣

れ
て
な
い
ん
で
す
。
で
も
素
直
に
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
気
を
良
く
し
て
朝
市
た

く
さ
ん
買
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
私
、

村
の
農
産
物
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。
さ
て
、
前
回
の
６
月
号
で
は
、「
奈

良
型
作
業
道
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
少
し
掘
り
下
げ
て
、
奈
良
型
作
業

道
の
血
と
汗
と
涙
の
造
成
工
程
の
一
端
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
９
月

か
ら
各
施
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
私
に

は
、
施
業
現
場
で
実
際
に
や
っ
て
み
た
け

ど
「
え
？
私
こ
れ
で
き
な
い
の
？
？
」
と
、

く
じ
け
た
作
業
が
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
「
ロ
ー
プ
上
げ
」
で
、
も
う
ひ
と

つ
は
「
釘
打
ち
（
く
ぎ
う
ち
）」
で
す
。

特
に
「
釘
打
ち
」
は
今
で
も
苦
手
意
識
が

強
く
、
み
な
さ
ん
、「
え
？
釘
打
ち
ご
と

き
が
で
き
な
い
の
？
？
」
っ
て
お
思
い
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
。
私

だ
っ
て
、
ま
さ
か
こ
れ
で
躓
（
つ
ま
づ
）

く
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
マ
ジ
で
怖
い
ん
で
す
釘
打
ち
…
。

【
釘
打
ち
（
く
ぎ
う
ち
）
】

　奈
良
型
作
業
道
の
造
成
に
お
い
て
「
釘

打
ち
」
と
は
、
作
業
道
の
土
中
に
埋
設
す

る
丸
太
組
み
構
造
物
を
作
る
時
の
作
業
の

こ
と
で
す
。
長
さ
が
約
24
㎝
も
あ
る
八
寸

釘
を
、
重
さ
２
㎏
の
ハ
ン
マ
ー
で
、
２
本

重
な
る
丸
太
に
垂
直
に
打
ち
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
作
業
、
私
ま
だ
う
ま
く

で
き
な
い
の
で
す
が
、
う
ま
く
で
き
な
い

と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
み
な

さ
ん
少
し
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
重

い
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
か
ぶ
り
両
手
で
力

い
っ
ぱ
い
振
り
下
ろ
し
て
直
径
約
１
㎝
の

釘
の
頭
に
当
て
る
シ
ー
ン
を
…
。
そ
う
簡

単
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
そ

の
と
き
ハ
ン
マ
ー
が
真
っ
す
ぐ
に
当
た
ら

な
い
と
一
瞬
で
釘
は
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
正
確
に
当
て
よ
う
と
す
る
あ

ま
り
気
の
抜
け
た
力
で
釘
を
打
つ
と
、
今

度
は
下
北
山
の
堅
い
ヒ
ノ
キ
丸
太
に
跳
ね

返
さ
れ
て
、
結
局
釘
は
曲
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
曲
が
っ
た
釘
は
使
え
ま
せ
ん
。
曲

が
ら
な
い
よ
う
正
確
慎
重
に
力
強
く
打
つ

技
術
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
必
要

と
な
っ
て
来
る
の
が
危
機
に
負
け
な
い
精

神
力
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
釘
の
お
値
段
。

１
本
20
円
と
も
30
円
と
も
言
わ
れ
、
打
ち

直
し
に
も
そ
れ
な
り
の
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
も
う
一
度
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

既
に
同
じ
場
所
に
３
本
打
ち
込
ん
で
全
て

曲
が
っ
て
全
滅
。
４
本
目
の
釘
打
ち
の
恐

怖
。
岡
橋
一
嘉
先
生
の
優
し
い
ア
ド
バ
イ

ス
。
谷
内
先
輩
と
金
原
さ
ん
の
優
し
い
励

ま
し
も
全
部
巨
大
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し

て
の
し
掛
か
り
ま
す
。
ふ
～
も
う
こ
れ
以

上
曲
げ
ら
れ
な
い
。
目
を
閉
じ
、
荒
れ
る

呼
吸
を
静
め
。
痺
れ
る
腕
を
さ
す
り
。
滴

る
額
の
汗
は
そ
の
ま
ま
。
心
を
水
の
よ
う

に
澄
ま
し
。
全
集
中
…
振
り
か
ぶ
る
ハ
ン

マ
ー
。

せ
い
っ
。
と
り
ゃ
～
～
！

　す
、
す
み
ま
せ
ん
。
交
代
お
願
い
し
ま

す
。
も
、
も
う
無
理
で
す
（
泣
）

　危
機
に
負
け
な
い
精
神
力
っ
て
何
？
そ

う
簡
単
に
「
キ
メ
ツ
の
～
」
の
よ
う
に
は

行
か
な
か
っ
た
～
。

　
　
　
　
　つ
づ
く

下北山村
森のしごと記－第３回－

奈良型作業道の路面処理（丸太組み埋設）
施工中の協力隊員（奥から谷内、金原）

釘３本打ち込んで全て曲がった
不経済な丸太組（長柄施工）
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　地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
柄
（
な
が
ら
）

で
す
。「
森
の
し
ご
と
記
」
３
回
目
で
す
。

先
日
、
土
曜
朝
市
で
と
て
も
美
味
し
い

ら
っ
き
ょ
う
漬
を
買
お
う
と
し
て
い
た
ら

「
広
報
誌
の
森
の
し
ご
と
記
を
書
い
て
る

方
で
す
よ
ね
。
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。」

と
、
と
て
も
う
れ
し
い
お
言
葉
を
か
け
て

頂
き
ま
し
た
。
あ
の
、
そ
の
、
こ
う
い
う

お
言
葉
大
・
大
・
大
歓
迎
で
す
の
で
、
朝

市
な
ど
で
私
を
見
か
け
た
ら
ぜ
ひ
お
声
が

け
く
だ
さ
い
。
私
、
前
職
、
圧
迫
と
不
具

合
指
摘
へ
の
改
善
や
り
直
し
で
生
き
て
き

た
の
で
、
い
き
な
り
ほ
め
ら
れ
る
の
に
慣

れ
て
な
い
ん
で
す
。
で
も
素
直
に
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
気
を
良
く
し
て
朝
市
た

く
さ
ん
買
い
込
ん
で
し
ま
い
ま
し
た
。
私
、

村
の
農
産
物
た
く
さ
ん
食
べ
た
い
と
思
い

ま
す
。
さ
て
、
前
回
の
６
月
号
で
は
、「
奈

良
型
作
業
道
」
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

今
回
は
少
し
掘
り
下
げ
て
、
奈
良
型
作
業

道
の
血
と
汗
と
涙
の
造
成
工
程
の
一
端
を

ご
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
昨
年
９
月

か
ら
各
施
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
私
に

は
、
施
業
現
場
で
実
際
に
や
っ
て
み
た
け

ど
「
え
？
私
こ
れ
で
き
な
い
の
？
？
」
と
、

く
じ
け
た
作
業
が
ふ
た
つ
あ
り
ま
す
。
ひ

と
つ
は
「
ロ
ー
プ
上
げ
」
で
、
も
う
ひ
と

つ
は
「
釘
打
ち
（
く
ぎ
う
ち
）」
で
す
。

特
に
「
釘
打
ち
」
は
今
で
も
苦
手
意
識
が

強
く
、
み
な
さ
ん
、「
え
？
釘
打
ち
ご
と

き
が
で
き
な
い
の
？
？
」
っ
て
お
思
い
に

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
う
で
す
。
私

だ
っ
て
、
ま
さ
か
こ
れ
で
躓
（
つ
ま
づ
）

く
な
ん
て
思
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
マ
ジ
で
怖
い
ん
で
す
釘
打
ち
…
。

【
釘
打
ち
（
く
ぎ
う
ち
）
】

　奈
良
型
作
業
道
の
造
成
に
お
い
て
「
釘

打
ち
」
と
は
、
作
業
道
の
土
中
に
埋
設
す

る
丸
太
組
み
構
造
物
を
作
る
時
の
作
業
の

こ
と
で
す
。
長
さ
が
約
24
㎝
も
あ
る
八
寸

釘
を
、
重
さ
２
㎏
の
ハ
ン
マ
ー
で
、
２
本

重
な
る
丸
太
に
垂
直
に
打
ち
込
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
作
業
、
私
ま
だ
う
ま
く

で
き
な
い
の
で
す
が
、
う
ま
く
で
き
な
い

と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
？
み
な

さ
ん
少
し
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
重

い
ハ
ン
マ
ー
を
振
り
か
ぶ
り
両
手
で
力

い
っ
ぱ
い
振
り
下
ろ
し
て
直
径
約
１
㎝
の

釘
の
頭
に
当
て
る
シ
ー
ン
を
…
。
そ
う
簡

単
に
当
た
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。
そ

の
と
き
ハ
ン
マ
ー
が
真
っ
す
ぐ
に
当
た
ら

な
い
と
一
瞬
で
釘
は
曲
が
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
正
確
に
当
て
よ
う
と
す
る
あ

ま
り
気
の
抜
け
た
力
で
釘
を
打
つ
と
、
今

度
は
下
北
山
の
堅
い
ヒ
ノ
キ
丸
太
に
跳
ね

返
さ
れ
て
、
結
局
釘
は
曲
が
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
曲
が
っ
た
釘
は
使
え
ま
せ
ん
。
曲

が
ら
な
い
よ
う
正
確
慎
重
に
力
強
く
打
つ

技
術
が
必
要
で
す
が
、
そ
の
他
に
も
必
要

と
な
っ
て
来
る
の
が
危
機
に
負
け
な
い
精

神
力
で
す
。
そ
れ
は
、
こ
の
釘
の
お
値
段
。

１
本
20
円
と
も
30
円
と
も
言
わ
れ
、
打
ち

直
し
に
も
そ
れ
な
り
の
お
金
が
か
か
り
ま

す
。
も
う
一
度
想
像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

既
に
同
じ
場
所
に
３
本
打
ち
込
ん
で
全
て

曲
が
っ
て
全
滅
。
４
本
目
の
釘
打
ち
の
恐

怖
。
岡
橋
一
嘉
先
生
の
優
し
い
ア
ド
バ
イ

ス
。
谷
内
先
輩
と
金
原
さ
ん
の
優
し
い
励

ま
し
も
全
部
巨
大
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
し

て
の
し
掛
か
り
ま
す
。
ふ
～
も
う
こ
れ
以

上
曲
げ
ら
れ
な
い
。
目
を
閉
じ
、
荒
れ
る

呼
吸
を
静
め
。
痺
れ
る
腕
を
さ
す
り
。
滴

る
額
の
汗
は
そ
の
ま
ま
。
心
を
水
の
よ
う

に
澄
ま
し
。
全
集
中
…
振
り
か
ぶ
る
ハ
ン

マ
ー
。

せ
い
っ
。
と
り
ゃ
～
～
！

　す
、
す
み
ま
せ
ん
。
交
代
お
願
い
し
ま

す
。
も
、
も
う
無
理
で
す
（
泣
）

　危
機
に
負
け
な
い
精
神
力
っ
て
何
？
そ

う
簡
単
に
「
キ
メ
ツ
の
～
」
の
よ
う
に
は

行
か
な
か
っ
た
～
。

　
　
　
　
　つ
づ
く

下北山村
森のしごと記－第３回－

奈良型作業道の路面処理（丸太組み埋設）
施工中の協力隊員（奥から谷内、金原）

釘３本打ち込んで全て曲がった
不経済な丸太組（長柄施工）
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◎
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　暑
く
な
る
と
怖
い
の
が
熱
中
症
で
す
。
年

齢
に
関
わ
ら
ず
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
る
方
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補

給
を
す
る
な
ど
、
熱
中
症
に
は
十
分
気
を
付

け
て
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
椅
子
ヨ
ガ
教
室
」

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が…
」

「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と…

」
と
い
う

方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
教
室
で
す
。
椅

子
に
座
っ
て
の
体
操
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

あ
り
！
無
理
せ
ず
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】
桝
井
紋
子 

先
生

【
日
時
】
８
月
24
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎「
女
性
の
が
ん
検
診
」

　近
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
な
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
乳
が
ん
は
50
～
60
歳

代
、
子
宮
が
ん
は
30
～
40
歳
代
で
死
亡
率
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
は
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
実
施
日
時
】
10
月
５
日
（
木
）

　

※

詳
細
な
時
間
は
個
別
に
通
知

【
申
込
〆
切
】
８
月
16
日
（
水
）
ま
で

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

　
　
　（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

※

視
触
診
検
診
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

※

詳
し
く
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎
６‐

０
０
１
５

◎
出
張
！
巡
回
運
動
教
室
（
介
護
予
防
）

《
下
北
若
返
り
塾
》
村
内
の
公
民
館
を
巡
回

し
ま
す
。９
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
講
師
】
理
学
療
法
士

　西
田 

宗
幹

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト

　
　
　
講
話
（
介
護
予
防
に
つ
い
て
）

【
日
程
・
場
所
】

　９
月
１
日
（
金
）

　桑
原
公
民
館

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

※

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

壁や手すり、テーブルなどをもって椅子から立ち上がる。立ったら、
踵をあげる。踵を下ろしたら椅子に座る。
　10回×２～３セット

　（腹筋・股関節前面の筋力増強）
椅子に浅く座り、両足は肩幅に開く。両手で椅子の手すりやふちを持ち、両足を挙げ
て８～ 10秒保持する。
　８～ 10秒×３セット
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◎
熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　暑
く
な
る
と
怖
い
の
が
熱
中
症
で
す
。
年

齢
に
関
わ
ら
ず
熱
中
症
で
搬
送
さ
れ
る
方
が

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
ま
め
な
水
分
補

給
を
す
る
な
ど
、
熱
中
症
に
は
十
分
気
を
付

け
て
生
活
し
て
く
だ
さ
い
。

◎「
椅
子
ヨ
ガ
教
室
」

　「
何
か
体
を
動
か
し
た
い
け
ど
膝
が…

」

「
本
格
的
な
運
動
は
ち
ょ
っ
と…

」
と
い
う

方
に
お
ス
ス
メ
の
椅
子
ヨ
ガ
教
室
で
す
。
椅

子
に
座
っ
て
の
体
操
で
も
ダ
イ
エ
ッ
ト
効
果

あ
り
！
無
理
せ
ず
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

【
講
師
】
桝
井
紋
子 

先
生

【
日
時
】
８
月
24
日
（
木
）

　
　
　
午
前
10
時
30
分
～
正
午

【
持
ち
物
】
動
き
や
す
い
服
、
タ
オ
ル
、

　
　
　
　
飲
み
物

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
送
迎
】
要
事
前
申
込
み

◎「
女
性
の
が
ん
検
診
」

　近
年
、
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
に
な
る
人
が

増
え
て
い
ま
す
。
特
に
乳
が
ん
は
50
～
60
歳

代
、
子
宮
が
ん
は
30
～
40
歳
代
で
死
亡
率
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
年
に
一
度
は
が
ん
検
診

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
実
施
日
時
】
10
月
５
日
（
木
）

　

※

詳
細
な
時
間
は
個
別
に
通
知

【
申
込
〆
切
】
８
月
16
日
（
水
）
ま
で

【
場
所
】
保
健
セ
ン
タ
ー

【
内
容
】
子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診

　
　
　（
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検
査
）

※

視
触
診
検
診
は
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。

※

詳
し
く
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

【
参
加
費
】
無
料

【
お
申
込
み
】
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　☎
６‐

０
０
１
５

◎
出
張
！
巡
回
運
動
教
室
（
介
護
予
防
）

《
下
北
若
返
り
塾
》
村
内
の
公
民
館
を
巡
回

し
ま
す
。９
月
の
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
講
師
】
理
学
療
法
士

　西
田 

宗
幹

【
内
容
】
簡
単
な
体
力
テ
ス
ト

　
　
　
講
話
（
介
護
予
防
に
つ
い
て
）

【
日
程
・
場
所
】

　９
月
１
日
（
金
）

　桑
原
公
民
館

【
時
間
】
午
後
１
時
30
分
～
２
時
45
分

※

年
間
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

で
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

保
健
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

壁や手すり、テーブルなどをもって椅子から立ち上がる。立ったら、
踵をあげる。踵を下ろしたら椅子に座る。
　10回×２～３セット

　（腹筋・股関節前面の筋力増強）
椅子に浅く座り、両足は肩幅に開く。両手で椅子の手すりやふちを持ち、両足を挙げ
て８～ 10秒保持する。
　８～ 10秒×３セット

第
１
回 

栄
養
ド
リ
ン
ク
の
怖
い
所

　皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。
診
療
所
医
師
の
田
口
で
す
。
こ
の

５
ヶ
月
で
沢
山
の
村
民
の
方
々
と
再
会

で
き
て
と
て
も
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
皆
様
の
温
か
い
ご
声
援
を
頂
き
、

つ
く
づ
く
「
自
分
は
医
者
と
し
て
下
北

山
村
に
育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
な
あ
」

と
実
感
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
今
後
の

２
年
間
で
診
療
所
の
建
て
替
え
計
画
も

あ
り
、
保
健
福
祉
課
・
診
療
所
ス
タ
ッ

フ
・
村
民
の
皆
様
と
共
に
し
っ
か
り
と
、

か
つ
楽
し
く
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　さ
て
、
今
回
は
皆
様
も
愛
飲
さ
れ
て

い
る
と
思
わ
れ
る
「
栄
養
ド
リ
ン
ク
」

に
つ
い
て
で
す
。
漠
然
と
元
気
に
な
る

と
思
っ
て
毎
日
飲
ん
で
い
る
方
も
多
い

で
し
ょ
う
が
、
実
は
落
と
し
穴
も
沢
山

あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
は
、

①
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
成
分
に
つ
い
て

②
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
副
作
用
っ
て
？

診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは
診療所から
こんにちは

③
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
う
ま
く
付
き
合
う

に
は
？

の
３
本
立
て
で
お
送
り
し
よ
う
と
思
い

ま
す
。

①
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
成
分
に
つ
い
て

　世
の
中
に
は
沢
山
の
栄
養
ド
リ
ン
ク

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
大
半
に
含
ま
れ

る
成
分
は
、
糖
分
、
ア
ミ
ノ
酸
、
タ
ウ

リ
ン
、
ビ
タ
ミ
ン
、
カ
フ
ェ
イ
ン
で
す
。

糖
分
は
人
間
の
体
や
頭
を
動
か
す
の
に

必
要
な
栄
養
素
で
す
。
本
当
は
ご
飯
や

麺
、パ
ン
で
摂
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、

風
邪
な
ど
で
思
う
よ
う
に
ご
飯
が
食
べ

ら
れ
な
い
時
に
は
直
接
糖
分
を
液
体
で

補
充
出
来
る
と
元
気
に
な
り
ま
す
。
ア

ミ
ノ
酸
も
体
（
タ
ン
パ
ク
質
）
を
作
る

の
に
必
要
で
、
肉
や
魚
、
大
豆
な
ど
に

多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
が
、
風
邪
な
ど

で
胃
が
食
事
を
あ
ま
り
受
け
付
け
な
い

場
合
に
は
栄
養
ド
リ
ン
ク
で
ア
ミ
ノ
酸

が
摂
れ
る
と
便
利
で
す
。
タ
ウ
リ
ン
は

ア
ミ
ノ
酸
に
似
た
成
分
で
、
貝
、
イ
カ
、

タ
コ
等
に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
滋
養

強
壮
が
つ
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
ビ
タ
ミ
ン
も
体
を
動
か
す
た
め
に
重

要
で
、
特
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
は
体
の
元

気
に
関
わ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
ニ
ン

ニ
ク
な
ど
に
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　カ
フ
ェ
イ
ン
は
コ
ー
ヒ
ー
な
ど
に
も

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
目
を
さ
っ
ぱ
り

覚
ま
す
作
用
が
あ
り
、
こ
れ
が
元
気
に

な
っ
た
よ
う
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る

の
で
す
。

②
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
副
作
用
っ
て
？

　人
間
が
生
き
る
の
に
必
要
な
成
分
や

元
気
に
な
る
成
分
の
入
っ
た
栄
養
ド
リ

ン
ク
で
す
が
、
当
然
飲
み
続
け
る
と
危

険
も
あ
り
ま
す
。
糖
分
や
ア
ミ
ノ
酸
が

余
分
だ
と
、
肥
満
や
糖
尿
病
の
原
因
に

な
り
ま
す
。
１
本
あ
た
り
の
カ
ロ
リ
ー

は
だ
い
た
い
50
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
程
度
で

す
が
、
ご
飯
な
ど
の
炭
水
化
物
と
違
っ

て
純
粋
な
糖
分
な
の
で
、
飲
む
と
血
糖

値
が
急
激
に
上
昇
し
て
し
ま
う
の
で

す
。
実
際
診
療
所
で
も
栄
養
ド
リ
ン
ク

の
摂
り
す
ぎ
で
糖
尿
病
が
悪
化
し
て
い

る
人
を
し
ば
し
ば
み
か
け
ま
す
。
ま
た

カ
フ
ェ
イ
ン
は
眠
気
が
な
く
な
り
元
気

に
な
っ
た
気
分
に
な
り
ま
す
が
、
そ
の

反
面
、
寝
付
き
が
悪
く
な
っ
た
り
、
動

悸
が
し
た
り
、頭
痛
が
し
た
り
し
ま
す
。

逆
に
神
経
が
過
敏
に
な
っ
て
し
ま
い
、

不
安
感
が
強
ま
っ
て
し
ま
っ
た
り
、
焦

る
気
持
ち
が
強
ま
っ
た
り
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
と
き
に
は
お
腹
を
刺
激
し

て
下
痢
に
な
っ
た
り
、
膀
胱
も
刺
激
す

る
の
で
頻
尿
に
な
っ
た
り
も
し
ま
す
。

ま
た
、
長
期
間
カ
フ
ェ
イ
ン
を
摂
り
続

け
る
と
だ
ん
だ
ん
い
つ
も
の
カ
フ
ェ
イ

ン
の
量
で
は
効
か
な
い
中
毒
状
態
に

な
っ
て
し
ま
い
、
酒
や
煙
草
の
よ
う
に

や
め
ら
れ
な
く
な
り
、
ど
ん
ど
ん
栄
養

ド
リ
ン
ク
を
飲
む
と
い
う
悪
循
環
に
陥

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
栄
養
ド
リ
ン
ク
と
う
ま
く
付
き
合
う

に
は
？

　栄
養
ド
リ
ン
ク
を
飲
ん
で
い
る
方

で
、
先
程
の
症
状
が
有
る
方
は
一
度
飲

む
の
を
や
め
た
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ

う
。
も
し
か
し
た
ら
栄
養
ド
リ
ン
ク
を

や
め
る
だ
け
で
症
状
が
改
善
し
、
飲
み

薬
を
や
め
ら
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

特
に
不
眠
症
で
眠
剤
を
も
ら
っ
て
い
る

方
や
、
頭
痛
が
あ
っ
て
痛
み
止
め
を
飲

ん
で
い
る
方
、
頻
尿
で
薬
を
飲
ん
で
い

る
方
は
一
度
試
す
価
値
が
有
る
と
思
い

ま
す
。
カ
フ
ェ
イ
ン
は
体
に
６
時
間
は

残
る
の
で
、
寝
付
き
が
悪
い
人
は
午
後

か
ら
飲
ま
な
い
ほ
う
が
良
い
で
し
ょ

う
。　ま

た
、
栄
養
ド
リ
ン
ク
の
用
法
は
１

日
１
本
の
こ
と
が
多
い
の
で
、
１
日
に

２
本
や
３
本
と
、
沢
山
飲
ま
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
毎
日
飲
み
続
け

る
に
し
て
も
中
毒
症
状
が
怖
い
の
で
、

１
ヶ
月
以
上
は
飲
み
続
け
な
い
方
が
良

い
で
す
。
ま
た
、
先
程
書
い
た
通
り
、

栄
養
ド
リ
ン
ク
に
入
っ
て
い
る
成
分
は

す
べ
て
別
の
食
べ
物
で
摂
る
こ
と
が
出

来
る
の
で
、
置
き
換
え
て
し
ま
う
方
が

良
い
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
栄
養

ド
リ
ン
ク
は
風
邪
を
引
い
た
と
き
や
体

調
が
悪
い
時
だ
け
に
し
て
、
少
し
し
ん

ど
い
だ
け…

と
い
う
時
に
は
安
直
に
飲

ま
な
い
ほ
う
が
良
い
で
す
ね
。

下
北
山
村
診
療
所

　田
口

　浩
之
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交
通
事
故
に
十
分
注
意
し
て

　８
月
は
、
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
交

通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　夏
休
み
に
入
り
、
キ
ャ
ン
プ
や
川
・
海
・

山
へ
と
開
放
感
を
求
め
て
観
光
客
の
乗
用

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
が
増
加
し
て
き
ま
す
。

　国
道
１
６
９
号
は
重
要
な
生
活
道
路
で

す
。
大
き
な
交
通
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、

長
時
間
の
通
行
止
め
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な
い

た
め
に
次
の
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

●
速
度
を
控
え
て
安
全
な
速
度
で

●
カ
ー
ブ
手
前
で
十
分
減
速

●
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認

●
横
断
歩
行
者
の
安
全
確
保

●
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
と
ハ
イ

ビ
ー
ム
の
有
効
活
用

　ま
た
、
村
内
で
は
動
物
と
の
衝
突
事
故

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

駐在さん通信駐在さん通信

水
難
・
山
岳
遭
難
等
の
事
故
防
止

　夏
休
み
に
入
り
、
ご
家
庭
の
お
子
さ
ん

や
、
帰
省
さ
れ
て
き
た
お
孫
さ
ん
が
、
川

遊
び
を
す
る
機
会
も
増
え
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　川
遊
び
に
際
し
て
は
、
必
ず
保
護
者
か

大
人
の
方
が
目
を
離
さ
ず
に
監
視
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
お
子

さ
ん
達
に
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
必
ず
守

る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

①
飛
び
込
ま
な
い

②
深
い
場
所
、
流
れ
が
急
な
場
所
で
は
泳

が
な
い

③
遊
び
疲
れ
た
と
き
、
も
と
も
と
疲
れ
て

い
る
と
き
は
泳
が
な
い

④
大
雨
、
台
風
後
な
ど
の
増
水
時
は
泳
が

な
い

　遊
び
慣
れ
て
い
る
川
だ
か
ら
こ
そ
、
油

断
し
が
ち
で
す
。

　山
岳
避
難
も
夏
場
に
多
発
し
ま
す
。
安

全
な
登
山
の
た
め
に
「
命
を
守
る
３
要
件

プ
ラ
ス
１
」

①
無
理
の
な
い
計
画
と
引
き
返
す
勇
気

　自
分
の
経
験
や
体
力
に
あ
っ
た
無
理

の
な
い
登
山
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　気
象
条
件
・
健
康
状
態
等
に
よ
り
少

し
で
も
不
安
が
あ
る
と
き
は
登
山
を
中

止
す
る
勇
気
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
十
分
な
装
備
と
食
料
の
準
備

　「
標
高
の
低
い
山
だ
か
ら
」「
日
帰
り

登
山
だ
か
ら
」
等
と
油
断
す
る
こ
と
な

く
、
地
図
・
コ
ン
パ
ス
・
雨
具
・
非
常
食
・

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
・
簡
易
テ
ン
ト
等
、
万

が
一
に
備
え
た
十
分
な
装
備
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

③
通
信
手
段
の
確
保

　予
備
充
電
も
含
め
携
帯
電
話
の
通
信

手
段
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
１
登
山
届
の
提
出

　も
し
も
に
備
え
て
登
山
計
画
書
の
提

出
は
必
須
で
す
。「
い
つ
・
ど
こ
へ
・

誰
と
・
何
の
目
的
で
」
の
３
Ｗ
１
Ｈ
を

明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。
登
山
届
は
登
山

口
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
で
き
ま
す
。

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　幸
い
に
も
、
下
北
山
村
で
の
被
害
は
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な
電
話

が
掛
か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し
ま
す
の

で
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　注
意
！
防
犯
協
会
を
騙
る
不
審
電
話
が

奈
良
県
内
で
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

　他
に
も
、
警
察
官
や
役
場
職
員
を
名
乗

り
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
暗
証
番

号
の
話
が
あ
れ
ば
詐
欺
で
す
。

　奈
良
県
で
は
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
す

る
７
月
と
８
月
の
２
か
月
間
を
『
愛
の
血

液
助
け
合
い
運
動
期
間
』
と
し
、
当
村
で

は
、
７
月
11
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ
ー
及

び
池
原
公
民
館
に
て
、
奈
良
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
献
血
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　当

日
は
40
名
（
う
ち
献
血
者
35
名
）
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
い

中
、
多
数
の
ご
来
場
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
血
液
は
、
尊

い
命
を
救
う
た
め
奈
良
県
内
の
病
院
等
に

お
い
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　今
後
と
も
献
血
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

場　　所

保健センター

池原公民館

合　　計

人数

23名

17名

40名

な
つ

た
のは

な
あ
そ

ね
っき
ち
ゅ
う
し
ょ
う

び
や
す

つ
か

と
き

ひ
と

き
づ

かここじ
ょ
う
ほ
う

は
っ

か
く

こ

ま
も

な
か

そ
と

た
が

た
い
せ
つ

に
ん

し
ん
も
と

じ
ん
じ
ょ
う
ほ
う

か

こ
み

そ
うわ

か
ん
が

そ
う
だ
ん
ま
ど
ぐ
ち

だ
ん

か
た

わ
る

しひ
と

さ
そ あ

あ

み
ぐ
ち

き

　県内の官公庁や救急医療施設等の住所一覧、県民相談

窓口に加え人口や産業など、全国と県、市町村の主要統

計データ、県内の郵便番号、大和の主な年中行事などの

情報を掲載し、日記のページには過去５年間の天気マー

クもついています。

【表紙の色】

　すほう色(県章色)、黒色

【価格】

　１冊６００円(税込)

【予約締切】

　８月25日(金)

　※10月発売予定

【お問い合わせ】

　役場総務課　統計係

　☎６―０００１

２０２４年度版
奈良県民手帳の
予約受付中！

訂
正

　
広
報
７
月
号
の
南
村
長
所
信
表
明

文
中
の
「
２
．
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
再
整
備
」
の
説
明
で
、
平
成
７

年
度
に
新
し
い
診
療
所
を
開
始
す
る

計
画
と
あ
り
ま
す
が
、
令
和
７
年
度

の
誤
り
で
す
。
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交
通
事
故
に
十
分
注
意
し
て

　８
月
は
、
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
に
よ
る
交

通
事
故
が
増
加
し
ま
す
。

　夏
休
み
に
入
り
、
キ
ャ
ン
プ
や
川
・
海
・

山
へ
と
開
放
感
を
求
め
て
観
光
客
の
乗
用

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
が
増
加
し
て
き
ま
す
。

　国
道
１
６
９
号
は
重
要
な
生
活
道
路
で

す
。
大
き
な
交
通
事
故
が
発
生
す
れ
ば
、

長
時
間
の
通
行
止
め
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
・
遭
わ
な
い

た
め
に
次
の
こ
と
を
心
掛
け
て
く
だ
さ

い
。

●
速
度
を
控
え
て
安
全
な
速
度
で

●
カ
ー
ブ
手
前
で
十
分
減
速

●
交
差
点
で
は
必
ず
安
全
確
認

●
横
断
歩
行
者
の
安
全
確
保

●
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
の
早
め
の
点
灯
と
ハ
イ

ビ
ー
ム
の
有
効
活
用

　ま
た
、
村
内
で
は
動
物
と
の
衝
突
事
故

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

駐在さん通信駐在さん通信

水
難
・
山
岳
遭
難
等
の
事
故
防
止

　夏
休
み
に
入
り
、
ご
家
庭
の
お
子
さ
ん

や
、
帰
省
さ
れ
て
き
た
お
孫
さ
ん
が
、
川

遊
び
を
す
る
機
会
も
増
え
る
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　川
遊
び
に
際
し
て
は
、
必
ず
保
護
者
か

大
人
の
方
が
目
を
離
さ
ず
に
監
視
さ
れ
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、
お
子

さ
ん
達
に
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
必
ず
守

る
よ
う
に
指
導
し
て
く
だ
さ
い
。

①
飛
び
込
ま
な
い

②
深
い
場
所
、
流
れ
が
急
な
場
所
で
は
泳

が
な
い

③
遊
び
疲
れ
た
と
き
、
も
と
も
と
疲
れ
て

い
る
と
き
は
泳
が
な
い

④
大
雨
、
台
風
後
な
ど
の
増
水
時
は
泳
が

な
い

　遊
び
慣
れ
て
い
る
川
だ
か
ら
こ
そ
、
油

断
し
が
ち
で
す
。

　山
岳
避
難
も
夏
場
に
多
発
し
ま
す
。
安

全
な
登
山
の
た
め
に
「
命
を
守
る
３
要
件

プ
ラ
ス
１
」

①
無
理
の
な
い
計
画
と
引
き
返
す
勇
気

　自
分
の
経
験
や
体
力
に
あ
っ
た
無
理

の
な
い
登
山
を
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

　気
象
条
件
・
健
康
状
態
等
に
よ
り
少

し
で
も
不
安
が
あ
る
と
き
は
登
山
を
中

止
す
る
勇
気
を
も
っ
て
く
だ
さ
い
。

②
十
分
な
装
備
と
食
料
の
準
備

　「
標
高
の
低
い
山
だ
か
ら
」「
日
帰
り

登
山
だ
か
ら
」
等
と
油
断
す
る
こ
と
な

く
、
地
図
・
コ
ン
パ
ス
・
雨
具
・
非
常
食
・

ヘ
ッ
ド
ラ
ン
プ
・
簡
易
テ
ン
ト
等
、
万

が
一
に
備
え
た
十
分
な
装
備
を
準
備
し

て
く
だ
さ
い
。

③
通
信
手
段
の
確
保

　予
備
充
電
も
含
め
携
帯
電
話
の
通
信

手
段
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
１
登
山
届
の
提
出

　も
し
も
に
備
え
て
登
山
計
画
書
の
提

出
は
必
須
で
す
。「
い
つ
・
ど
こ
へ
・

誰
と
・
何
の
目
的
で
」
の
３
Ｗ
１
Ｈ
を

明
確
に
し
ま
し
ょ
う
。
登
山
届
は
登
山

口
・
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
電
子
メ
ー

ル
で
提
出
で
き
ま
す
。

特
殊
詐
欺
被
害
増
加

　幸
い
に
も
、
下
北
山
村
で
の
被
害
は
今

の
と
こ
ろ
あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
審
な
電
話

が
掛
か
っ
て
き
た
と
度
々
耳
に
し
ま
す
の

で
、
お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。

　注
意
！
防
犯
協
会
を
騙
る
不
審
電
話
が

奈
良
県
内
で
連
続
発
生
し
て
い
ま
す
。

　他
に
も
、
警
察
官
や
役
場
職
員
を
名
乗

り
お
金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
・
暗
証
番

号
の
話
が
あ
れ
ば
詐
欺
で
す
。

　奈
良
県
で
は
、
輸
血
用
血
液
が
不
足
す

る
７
月
と
８
月
の
２
か
月
間
を
『
愛
の
血

液
助
け
合
い
運
動
期
間
』
と
し
、
当
村
で

は
、
７
月
11
日
（
火
）
保
健
セ
ン
タ
ー
及

び
池
原
公
民
館
に
て
、
奈
良
県
赤
十
字
血

液
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
献
血
が
行
わ
れ
ま
し

た
。　当

日
は
40
名
（
う
ち
献
血
者
35
名
）
の

方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
暑
い

中
、
多
数
の
ご
来
場
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
血
液
は
、
尊

い
命
を
救
う
た
め
奈
良
県
内
の
病
院
等
に

お
い
て
使
用
さ
れ
ま
す
。

　今
後
と
も
献
血
事
業
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

献
血
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

場　　所

保健センター

池原公民館

合　　計

人数

23名

17名

40名

な
つ

た
のは

な
あ
そ

ね
っき
ち
ゅ
う
し
ょ
う

び
や
す

つ
か

と
き

ひ
と

き
づ

かここじ
ょ
う
ほ
う

は
っ

か
く

こ

ま
も

な
か

そ
と

た
が

た
い
せ
つ

に
ん

し
ん
も
と

じ
ん
じ
ょ
う
ほ
う

か

こ
み

そ
うわ

か
ん
が

そ
う
だ
ん
ま
ど
ぐ
ち

だ
ん

か
た

わ
る

しひ
と

さ
そ あ

あ

み
ぐ
ち

き

　県内の官公庁や救急医療施設等の住所一覧、県民相談

窓口に加え人口や産業など、全国と県、市町村の主要統

計データ、県内の郵便番号、大和の主な年中行事などの

情報を掲載し、日記のページには過去５年間の天気マー

クもついています。

【表紙の色】

　すほう色(県章色)、黒色

【価格】

　１冊６００円(税込)

【予約締切】

　８月25日(金)

　※10月発売予定

【お問い合わせ】

　役場総務課　統計係

　☎６―０００１

２０２４年度版
奈良県民手帳の
予約受付中！

訂
正

　
広
報
７
月
号
の
南
村
長
所
信
表
明

文
中
の
「
２
．
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
の
再
整
備
」
の
説
明
で
、
平
成
７

年
度
に
新
し
い
診
療
所
を
開
始
す
る

計
画
と
あ
り
ま
す
が
、
令
和
７
年
度

の
誤
り
で
す
。
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きなりの郷とは…純粋、素朴、まざりけのないと言った意味で、「本物の暮らしのある村」という願いを込めた言葉です。

広報 令和５年 （2023） 月号　No.7948

着衣水泳の様子

広報誌に掲載しきれない写真や情報などをインターネットで発信していますので、ぜひご覧ください！

村の情報を発信しています

▲村の暮らしを届ける
ウェブサイト「きなりと」

▲LINE ▲YouTube ▲Facebook ▲Instagram

人の動き

http://www.vill.shimokitayama.nara.jp/

発　行 下北山村役場
奈良県吉野郡下北山村大字寺垣内983番地

㈹07468－6－0001

〒639-3803

令和５年６月30日現在

転入　３人
出生　１人
転出　２人
死亡　０人

人　口
男
女
世帯数

816人
379人
437人
526戸

先月比
2）
3）
1）
0）

（＋
（＋
（－
（±

17:30～18:30

18:30～19:00

19:00～19:30

19:30～20:00

20:00

20:30

カラオケ大会
下北山小中学校4～6年生「下北山ソーラン」
さいか音楽教室
下北山村太鼓集団・桜鼓　「石ヤ塔」
打上花火（初盆供養・メッセージ・創作花火）
夏祭り終了

主　　　　　催：下北山村夏祭り実行委員会
お問い合わせ先：☎07468－5－2022（下北山村商工会）
後　　　　　援：一般財団法人下北山むらづくりセンター・下北山村商工会・下北山村

令和5年8月15日㈫
　　下北山スポーツ公園　※荒天中止
予備日：令和5年9月3日㈰　※予備日は打上花火のみ

第37回 下北山村夏祭り
開催のお知らせ

第37回 下北山村夏祭り
開催のお知らせ

スケジュール

とき・ところ
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